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The Shōgozō Sutras and the Shōsō-in Documents
Sugimoto Kazuki
The Shōgozō 聖語蔵 represents an impressive collection of manuscripts of Buddhism texts
amounting to 5000 scrolls巻. The collection was originally housed in the monastic library
of the Sonshō-in尊勝院 at the Tōdai-ji東大寺 Temple in Nara. In 1893, it was presented as
a gift from the Tōdai-ji to the Japanese Imperial House, which has undergone its
conservation. ever since. The collection is currently cared by the office of the Shōsō-in
Toreasure House 正倉院, the Imperial Household Agency, and the Shōgozō includes not
only Chinese sutras dating back to the Sui 隋 and Tang 唐 dynasties but also numerous
Japanese ones copied during the Nara奈良 period. This makes it one of the most valuable
material for the study of ancient Buddhism history in the East Asia.
The Shōsō-in documents 正倉院文書, on the other hand, include various types of
manuscripts such as ledgers, records, etc. originating from and stored at the Tōdai-ji
scriptorium 写経所. They represent a unique treasure trove of historical records which give
a glimpse into the ‘backstage’ of the manufacturing and copying process of the
manuscripts,
The bulk of the Shōgozō Nara manuscripts consists of two Chinese-language
Tripit
̇
aka collections: (1) the Tenpyō Era Year 12 Go-gankyō天平十二年御願経 sutra (750
scrolls) (hereafter, Tenpyō), and (2) the Jingo Keiun Era Year 2 Go-gankyō神護景雲二年
御願経 sutra (742 scrolls) (hereafter, Jingo).
The Tenpyō corpus was copied at the behest of Empress Kōmyō 光明皇后 for her parents’
happiness in the world hereafter. The empress publicly vowed to sponsor the copying of
the collection on the first day of the fifth lunar month, hence the other name by which the
sutra is known, i.e. Gogatsu ichinichi kyō 五月一日経. The initial plan was to copy the 1076
texts (totaling 5048 scrolls) which are registered in the Kaiyuan Buddhist Catalogue 開元
釈教録. The project was later expanded to include doctrinal works 章, commentaries 疏,
extracts抄, etc. compiled and transmitted in Japan.
The Jingo sutra, on the other hand, is not closely connected to the era whose name it
bears. Only 4 scrolls, accompanied by Empress Shōtoku’s 称徳天皇 prayer 願文, date to
Jingo Keiun Era Year 2. Most of the other manuscripts were actually copied between years
5 and 7 of the Hōki 宝亀 era.
We know from the Shōsō-in documents that during the Nara period far more
Buddhist manuscripts than the extant ones were produced. Apart from several sets of the
Tripit
̇
aka, a huge number of separate copies of major sutras like the Buddhāvatam
̇
sakasūt-




arīkasūtra 法華経, the Mahāprajñāparamitāsūtra 大般若経,
etc. were written. This was a state project aimed at keeping the peace and safety of the
nation by means of the Buddhist teachings.
Turning our attention to the material culture, the Shōsō-in also preserves many
objects and materials relating to the scriptorium activity possible. These include brushes,
ink, copyists’ work clothes, sleevelets, copying pads, provisional coverings for the
manuscripts, models for making the coverings, etc.
The scriptures and the miscellaneous records of the scriptorium are written on the
same kind of paper. We see examples of recycling the paper. Loose ends and scraps of the
paper from sutra copying were reused to write the scriptorium records. Furthermore,
regulations were in place to reuse the paper damaged in the process of copying the
scriptures for writing secular records. For instance, scraps discarded after the copying of
the Dasheng xuanlun 大乗玄論manuscript (whose extant fragments I examine in detail)
were reused by a scriptorium clerk named Shibi-no-maro志斐万呂 to write a record dated
to the third month of Year 18 of the Tenpyō era, i.e. 746. Compared with the current
content, featurs such as typographical errors can be confirmed. This also allows us to
elucidate the content.
聖
語
蔵
の
古
写
経
と
正
倉
院
文
書
杉
本
一
樹
は
じ
め
に
筆
者
は
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
一
二
月
に
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、「
正
倉
院
事
務
所
に
よ
る
聖
語
蔵
経
巻
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
の
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
か
ら
一
〇
年
を
経
た
現
在
、
退
職
後
も
引
き
続
き
こ
の
事
業
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
の
報
告
と
重
複
す
る
点
も
あ
る
が
、
令
和
元
年
一
一
月
九
日
の
公
開
研
究
会
で
報
告
し
た
内
容
袞
聖
語
蔵
経
巻
の
概
要
に
始
ま
る
標
記
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、
若
干
の
事
例
紹
介
を
付
け
加
え
た
い
。
一
聖
語
蔵
の
歴
史
と
経
巻
の
類
別
ま
ず
、
聖
語
蔵
経
巻
の
由
来
と
現
状
を
理
解
す
る
た
め
、
全
般
に
わ
た
る
目
録
で
あ
る
『
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
目
録
』
の
凡
例
を
紹
介
し
た
い
。
『正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
目
録
』
凡
例
(原
文
の
カ
タ
カ
ナ
書
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
読
点
、
段
落
記
号
ほ
か
注
記
を
附
し
た
)
一
〈Ａ
〉
聖
語
蔵
経
巻
は
本
と
東
大
寺
塔
中
尊
勝
院
に
伝
来
せ
し
も
の
な
り
、
尊
勝
院
は
村
上
天
皇
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
の
創
建
に
係
り
、
後
ち
治
承
の
乱
（
一
一
八
〇
）
に
焼
失
し
、
再
建
後
復
た
永
禄
の
兵
燹セン
（
一
五
六
七
）
に
罹
り
、
堂
宇
悉
く
焼
失
し
、
唯
一
宇
の
経
蔵
を
余
す
の
み
、
之
を
聖
語
蔵
と
称
せ
り
、
尊
勝
院
焼
失
後
は
東
大
寺
に
於
て
之
を
管
理
し
来
り
し
が
、
維
新
後
明
治
廿
六
年
（
一
八
九
三
）
同
寺
よ
り
出
願
し
、
経
巻
経
蔵
を
併
せ
て
之
を
帝
室
に
献
納
し
、
尋
で
宮
内
省
に
於
い
て
経
蔵
を
正
倉
院
構
内
に
移
設
し
、
旧
に
仍
り
て
尚
ほ
之
を
聖
語
蔵
と
称
す
一
〈Ｂ
〉
聖
語
蔵
移
設
後
は
宮
内
省
宝
器
主
管
に
於
て
之
を
管
理
し
、
首
と
し
て
経
巻
の
紛
雑
を
正
し
整
理
稍
々
緒
に
就
か
ん
と
す
る
の
際
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
帝
室
博
物
館
官
制
の
改
正
に
因
り
て
宝
庫
と
共
に
帝
室
博
物
館
の
管
理
に
帰
し
た
り
、
是
に
於
て
同
四
十
二
年
及
翌
四
十
三
年
の
両
度
、
帝
室
博
物
館
総
長
股
野
琢
、
同
館
美
術
部
長
今
泉
雄
作
を
伴
ひ
て
東
京
よ
り
至
り
、
奈
良
帝
室
博
物
館
長
及
同
館
学
芸
委
員
数
名
と
共
に
聖
語
蔵
に
就
き
て
経
巻
を
整
理
し
、
専
ら
そ
の
類
別
に
従
事
せ
り
、
類
別
目
次
に
掲
ぐ
る
所
の
類
目
即
ち
是
な
り
（ 1 ）
一
〈Ｃ
〉
写
経
及
版
経
に
甲
種
及
乙
種
の
別
を
附
し
た
る
は
、
字
体
に
優
劣
あ
り
時
代
に
新
古
あ
り
て
、
経
巻
と
し
て
の
品
位
に
於
て
同
一
視
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
以
て
之
れ
が
等
差
を
立
て
た
る
な
り
一
〈Ｄ
〉
雑
書
の
類
を
設
け
た
る
は
、
経
巻
中
蒙
求
白
氏
文
集
等
の
残
欠
其
他
、
経
巻
と
視
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
混
入
せ
る
を
以
て
、
之
を
分
別
類
集
し
た
る
な
り
一
〈Ｅ
〉
後
年
、
以
上
の
類
別
に
依
り
、
一
部
目
録
の
編
製
を
企
図
し
た
れ
ど
も
、
破
損
経
の
首
尾
欠
失
せ
る
も
の
若
く
は
異
類
混
同
せ
る
も
の
の
如
き
は
、
甄
別
離
合
に
よ
り
て
巻
数
其
の
他
に
異
同
を
生
ず
る
も
の
あ
り
、
随
て
目
録
の
定
稿
を
得
難
く
今
日
に
至
り
し
が
、
事
務
上
時
々
目
録
の
必
需
起
る
を
以
て
、
今
仮
り
に
排
印
し
て
筆
写
の
労
に
代
へ
、
以
て
不
時
の
急
需
に
備
ふ
る
も
の
な
り
昭
和
五
年
九
月
奈
良
帝
室
博
物
館
正
倉
院
掛
ま
ず
、〈
Ａ
〉
項
で
尊
勝
院
・
聖
語
蔵
の
由
緒
が
述
べ
ら
れ
る
。
東
大
寺
尊
勝
院
は
、
転
害
門
の
東
北
に
あ
っ
た
華
厳
・
真
言
二
宗
兼
学
の
東
大
寺
院
家
で
あ
り
、
華
厳
宗
本
所
と
し
て
寺
内
の
三
面
僧
坊
や
法
華
堂
に
止
住
す
る
華
厳
宗
僧
の
頂
点
に
位
置
し
た
。
そ
の
経
蔵
が
聖
語
蔵
で
あ
る
。
別
当
光
智
が
村
上
天
皇
の
勅
を
う
け
て
建
立
、
凡
例
が
採
用
す
る
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
の
ほ
か
、
天
暦
九
年
（
九
五
五
）
創
建
説
も
あ
る
。
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
に
炎
上
し
た
と
記
す
が
、
被
害
の
程
度
は
明
か
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
平
重
衡
の
南
都
焼
き
討
ち
の
さ
い
、
大
仏
殿
・
三
面
僧
坊
と
と
も
に
焼
亡
し
た
。
そ
の
後
、
建
久
（
一
一
九
〇
）
袞
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
か
け
て
尊
勝
院
は
院
主
弁
暁
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。
現
在
の
聖
語
蔵
経
蔵
は
こ
の
と
き
の
建
造
か
と
さ
れ
る
（
堀
池
一
九
五
四
）。
今
も
室
町
期
の
も
の
と
い
わ
れ
る
「
聖
語
蔵
」
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
名
称
の
正
確
な
起
源
は
知
り
得
な
い
。
現
在
の
聖
語
蔵
経
巻
は
、
鎌
倉
再
興
以
後
の
も
の
が
数
的
に
は
優
位
を
占
め
る
が
、
平
安
以
前
の
書
写
に
か
か
る
経
典
も
ま
た
多
数
に
上
る
。
こ
れ
ら
は
治
承
の
焼
亡
時
に
は
他
所
に
あ
っ
て
難
を
逃
れ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
所
の
一
つ
が
正
倉
院
宝
庫
南
倉
と
想
定
さ
れ
る
。
当
時
こ
の
南
倉
は
、
僧
綱
の
管
理
す
る
綱
封
倉
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
鎌
倉
再
興
の
尊
勝
院
は
、
永
禄
一
〇
年
、
再
び
兵
火
に
遭
っ
て
焼
失
す
る
。
三
好
・
松
永
の
戦
い
と
し
て
知
ら
れ
る
合
戦
で
、
大
仏
殿
を
初
め
と
す
る
東
大
寺
の
諸
堂
舎
が
同
様
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
る
。
尊
勝
院
家
そ
の
も
の
が
室
町
時
代
末
に
は
廃
絶
し
た
と
い
わ
れ
、
管
理
も
覚
束
な
い
な
か
で
「
た
だ
一
宇
の
経
蔵
」
が
残
っ
た
の
は
、
僥
倖
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
聖
語
蔵
は
、
そ
の
後
も
東
大
寺
の
管
理
下
に
あ
っ
て
元
の
位
置
に
立
ち
続
け
、
維
新
後
明
治
一
一
年
に
尊
勝
院
の
建
物
は
奈
良
町
に
売
却
さ
れ
て
鼓
阪
小
学
校
と
な
っ
た
。
中
身
の
経
巻
は
、
明
治
二
六
〜
二
七
年
（
一
八
九
三
〜
九
四
）
に
帝
室
に
献
納
と
決
ま
り
、
同
二
九
年
に
聖
語
蔵
の
建
物
も
移
設
が
決
定
し
た
（
現
位
置
＝
正
倉
院
構
内
へ
の
移
築
は
明
治
三
五
年
以
降
実
施
さ
れ
た
と
す
る
記
録
が
あ
る
）。
こ
の
時
期
以
降
の
宮
内
省
に
よ
る
管
理
を
し
る
し
た
の
が
次
項
で
あ
る
。
〈Ｂ
〉
項
は
、
明
治
期
の
状
況
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
の
曲
折
を
経
て
経
巻
が
正
倉
院
宝
庫
と
同
じ
く
帝
室
博
物
館
の
管
理
に
帰
し
た
後
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
総
長
股
野
琢
の
具
申
に
よ
り
、
股
野
・
久
保
田
鼎
・
今
泉
雄
作
ら
に
よ
っ
て
類
別
を
主
眼
と
す
る
経
巻
整
理
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
翌
年
、
い
ち
お
う
分
類
整
理
は
完
了
し
、
修
理
規
程
を
立
て
て
引
き
続
き
修
理
が
開
始
さ
れ
た
。
最
初
期
の
修
理
は
、
東
京
へ
経
巻
を
運
ん
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
に
御
物
修
理
所
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
僅
か
な
期
間
で
あ
る
が
、
修
理
品
の
選
定
の
た
め
に
は
全
容
の
把
（ 2 ）
握
は
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
の
類
別
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
、
現
行
分
類
よ
り
や
や
細
か
い
。
の
ち
に
『
昭
和
法
寶
総
目
録
』
に
採
録
さ
れ
た
の
は
こ
の
段
階
の
目
録
で
あ
り
、
次
に
紹
介
す
る
現
行
目
録
と
は
違
い
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
(明
治
四
三
年
五
月
現
在
）
四
七
六
八
巻
／
一
二
六
帖
／
六
括
(類
別
）
隋
経
・
唐
経
・
天
平
経
・
天
平
勝
宝
経
・
天
平
神
護
経
・
願
経
・
神
護
景
雲
経
・
延
暦
経
・
天
長
経
・
長
承
経
・
中
臣
経
・
名
写
・
承
元
経
・
雑
写
・
寛
治
版
・
宋
版
・
名
版
・
雑
版
・
雑
書
（
一
九
類
）
そ
の
後
、
類
別
・
巻
数
に
修
正
を
加
え
て
、
明
治
大
正
の
交
に
は
、
ほ
ぼ
『
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
目
録
』
に
み
え
る
下
記
の
現
行
分
類
に
移
行
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
に
至
る
整
理
方
針
に
つ
い
て
は
、〈
Ｃ
〉〈
Ｄ
〉
各
項
に
も
補
足
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
内
容
構
成
に
つ
い
て
類
別
目
次
か
ら
転
記
し
て
示
す
（
参
考
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
出
版
の
刊
行
期
数
を
付
記
し
た
）。
こ
の
総
目
で
は
巻
・
帖
を
区
別
せ
ず
巻
と
表
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
総
計
四
九
六
〇
巻
が
、
現
在
も
基
準
数
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
写
経
之
部
第
一
類
隋
経
八
点
二
二
巻
（
第
一
期
）
第
二
類
唐
経
三
〇
点
二
二
一
巻
（
第
一
期
）
第
三
類
天
平
十
二
年
御
願
経
一
二
六
点
七
五
〇
巻
（
第
二
期
）
第
四
類
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
一
七
一
点
七
四
二
巻
（
第
三
期
）
第
五
類
甲
種
写
経
九
〇
点
三
一
六
巻
（
第
四
期
）
第
六
類
乙
種
写
経
二
九
〇
点
二
〇
一
二
巻
（
第
五
期
：
刊
行
途
中
）
版
経
之
部
第
七
類
寛
治
版
一
点
八
巻
（
以
下
、
刊
行
準
備
中
）
第
八
類
宋
版
一
二
点
一
一
四
巻
第
九
類
甲
種
版
経
七
点
五
四
巻
第
一
〇
類
乙
種
版
経
三
三
点
七
〇
三
巻
雑
書
之
部
第
一
一
類
雑
書
其
他
一
五
点
一
八
巻
計
七
八
三
点
四
九
六
〇
巻
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
正
倉
院
掛
は
奈
良
帝
室
博
物
館
の
も
と
に
移
っ
た
。
翌
年
の
御
物
修
理
所
の
竣
工
を
ま
っ
て
、
経
巻
修
理
は
奈
良
で
継
続
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
、
古
裂
整
理
と
並
ぶ
中
核
業
務
と
な
っ
た
。
一
巡
目
の
修
理
が
終
了
す
る
の
は
、
平
成
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
〈Ｅ
〉
項
に
は
、
現
在
の
『
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
目
録
』
印
刷
の
由
来
を
記
す
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
あ
く
ま
で
事
務
上
の
必
要
か
ら
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
爾
後
の
巻
数
増
減
を
含
む
変
動
が
予
想
さ
れ
、
未
定
稿
の
段
階
に
止
ま
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
確
か
に
修
理
は
ま
だ
第
四
類
途
中
に
差
し
掛
か
っ
た
頃
で
、
ま
だ
全
数
の
半
ば
に
達
し
な
い
段
階
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
、
こ
の
目
録
が
現
在
ま
で
管
理
の
大
枠
を
さ
だ
め
た
基
準
と
し
て
半
固
定
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
管
理
の
体
制
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
大
本
の
管
理
主
体
で
あ
る
宮
内
省
が
宮
内
庁
へ
と
改
組
さ
れ
た
が
、
基
本
と
な
る
宮
内
大
臣
封
が
宮
内
庁
長
官
封
に
引
き
継
が
れ
た
よ
う
に
、
現
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
昭
和
三
五
年
、
正
倉
か
ら
の
宝
物
移
納
と
一
連
の
動
き
の
中
で
、
経
巻
が
聖
語
蔵
を
離
れ
て
昭
和
二
八
年
竣
工
の
東
宝
庫
に
移
（ 3 ）
納
さ
れ
た
の
が
最
も
大
き
な
変
化
と
言
え
よ
う
か
。
二
『正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
目
録
』
凡
例
が
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
袞
そ
の
後
の
展
開
『正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
目
録
』
は
、
上
記
の
よ
う
な
成
立
の
事
情
を
考
え
れ
ば
、
聖
語
蔵
経
巻
の
価
値
に
つ
い
て
声
高
に
語
る
場
で
な
い
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
。
帝
室
博
物
館
総
長
森
鷗
外
が
国
語
学
者
の
大
矢
透
博
士
に
経
巻
調
査
を
慫
慂
し
た
の
は
、
内
部
関
係
者
が
早
い
時
期
に
そ
の
学
術
的
価
値
を
認
識
し
た
一
例
と
見
ら
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
「
価
値
の
発
見
」
が
先
行
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
仏
教
学
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
正
一
一
〜
昭
和
二
年
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
刊
行
に
際
し
、
校
合
本
の
一
つ
に
聖
語
蔵
本
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
隋
経
・
唐
経
・
天
平
願
経
・
神
護
景
雲
願
経
・
甲
写
・
宋
版
な
ど
、
総
計
一
九
八
九
巻
を
出
蔵
、
東
京
上
野
の
帝
室
博
物
館
に
運
び
、
大
正
一
二
年
五
月
末
か
ら
同
館
で
校
合
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
「
第
二
校
合
所
」
と
称
し
、
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
も
経
巻
は
無
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
聖
語
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
本
文
・
校
異
の
中
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
昭
和
二
五
年
、
東
大
寺
図
書
館
に
よ
る
閲
覧
調
査
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
東
大
寺
所
蔵
経
巻
と
一
類
で
両
所
に
分
か
れ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
経
巻
に
つ
い
て
目
録
を
作
成
す
る
、
と
い
う
当
初
の
出
願
目
的
で
あ
っ
た
。
影
響
と
し
て
は
局
限
的
で
あ
る
が
、
堀
池
春
峰
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
調
査
は
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
国
語
学
者
（
訓
点
語
学
）
に
よ
る
点
本
調
査
が
あ
る
。
先
述
の
大
矢
透
博
士
に
よ
る
調
査
を
嚆
矢
と
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
原
本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
績
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
た
。
大
正
五
〜
一
二
年
、
大
矢
透
博
士
に
よ
る
調
査
昭
和
六
〜
一
四
年
、
春
日
政
治
博
士
に
よ
る
調
査
昭
和
二
六
〜
二
八
年
、
国
語
学
者
（
訓
点
語
学
）
に
よ
る
点
本
調
査
（
昭
和
五
二
・
五
四
年
、
平
成
一
八
年
）。
昭
和
三
〇
〜
四
〇
年
代
、
訳
読
文
・
写
真
の
公
開
（
訓
点
語
学
会
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』、『
書
陵
部
紀
要
』『
正
倉
院
年
報
（
紀
要
）』
ほ
か
）、
模
写
本
へ
の
移
点
（
鈴
木
一
男
）。
こ
の
状
況
の
下
で
、
平
成
一
二
年
か
ら
、
聖
語
蔵
経
巻
の
カ
ラ
ー
画
像
の
Ｃ
Ｄ
出
版
第
一
期
刊
行
が
開
始
さ
れ
る
（
の
ち
媒
体
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
る
）。
現
在
、
乙
種
写
経
（
途
中
）
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
ー
画
像
に
よ
る
全
巻
の
公
開
と
い
う
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
三
正
倉
院
文
書
に
つ
い
て
袞
聖
語
蔵
経
巻
と
の
関
わ
り
に
限
定
し
て
正
倉
院
文
書
は
、
幕
末
〜
明
治
の
原
本
の
整
理
を
経
て
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
史
料
群
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
四
年
〜
昭
和
一
五
年
の
間
に
『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
文
書
）
二
五
冊
が
刊
行
さ
れ
、
正
倉
院
文
書
の
全
容
が
活
字
化
さ
れ
て
学
界
の
共
有
財
産
と
な
る
過
程
を
通
じ
、
日
本
古
代
史
の
分
野
に
お
け
る
基
礎
資
料
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
占
め
る
に
至
る
。
研
究
進
展
の
画
期
と
な
る
諸
研
究
も
ま
た
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
研
究
史
と
し
て
の
紹
介
は
全
て
割
愛
す
る
。
研
究
の
基
盤
と
な
る
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
面
で
は
、
右
の
『
大
日
本
古
文
書
』
（
編
年
文
書
）
二
五
冊
に
よ
る
活
字
テ
キ
ス
ト
化
（
単
純
な
文
字
列
と
は
異
な
る
記
載
の
様
態
（ 4 ）
を
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り
版
面
に
再
現
し
て
い
る
）
に
続
き
、
昭
和
三
〇
年
代
、
正
倉
院
文
書
全
巻
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
、
モ
ノ
ク
ロ
画
像
の
公
開
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
ま
で
進
ん
で
い
る
。
こ
の
延
長
上
の
カ
ラ
ー
画
像
は
、
モ
ノ
ク
ロ
に
比
し
て
格
段
の
情
報
量
を
内
包
す
る
が
、
そ
の
公
開
は
部
分
的
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
る
。
代
わ
っ
て
、
永
ら
く
フ
ィ
ル
ム
の
複
製
も
し
く
は
紙
焼
き
の
頒
布
と
い
う
形
態
で
公
開
さ
れ
て
き
た
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
、
最
近
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
さ
れ
、
画
像
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
は
著
し
く
向
上
し
た
。
総
じ
て
、
上
述
の
基
盤
整
備
に
よ
っ
て
、
近
年
の
正
倉
院
文
書
研
究
は
著
し
く
精
緻
化
し
て
い
る
。
他
方
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
習
熟
し
て
い
な
い
と
簡
単
に
は
理
解
し
に
く
い
、
繁
多
化
と
で
も
い
う
べ
き
状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
聖
語
蔵
経
巻
の
奈
良
朝
写
経
は
ど
こ
で
生
ま
れ
た
か
？
と
い
う
点
に
絞
っ
て
、
説
明
を
し
て
い
こ
う
。
聖
語
蔵
経
巻
の
う
ち
の
奈
良
朝
写
経
（
天
平
十
二
年
御
願
経
・
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
）
を
生
み
出
し
た
現
場
の
作
業
所
が
「
東
大
寺
の
写
経
所
」
で
あ
る
。
写
経
事
業
そ
の
も
の
は
東
大
寺
成
立
以
前
に
遡
り
、
時
期
に
よ
っ
て
史
料
に
見
え
る
名
称
は
変
化
す
る
が
、
一
つ
の
系
統
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
組
織
と
し
て
奈
良
時
代
末
ま
で
存
続
し
た
。
単
純
化
し
て
い
え
ば
、
こ
こ
で
作
ら
れ
た
製
品
（
写
経
）
に
対
す
る
製
造
工
程
管
理
の
記
録
、
と
い
う
関
係
と
な
る
。
少
し
表
現
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
写
経
所
で
生
成
・
蓄
積
さ
れ
た
記
録
類
が
「
正
倉
院
文
書
」
と
理
解
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
当
時
の
仏
教
政
策
に
か
か
わ
る
大
き
な
動
き
か
ら
、
個
別
の
一
巻
一
巻
ま
で
、
総
論
・
各
論
の
両
様
に
幅
広
い
効
き
目
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
世
に
古
写
経
が
数
多
く
伝
存
す
る
中
、
こ
れ
だ
け
多
量
か
つ
詳
細
な
舞
台
裏
の
記
録
が
共
に
伝
存
す
る
例
は
他
に
な
い
。
本
稿
の
元
と
な
っ
た
発
表
時
に
は
、
完
成
品
の
一
例
と
し
て
令
和
元
年
（
第
七
一
回
）
正
倉
院
展
に
出
陳
さ
れ
た
四
分
律
巻
二
三
を
紹
介
し
、
書
写
後
の
白
書
書
き
入
れ
「
此
巻
重
写
」
に
よ
る
重
複
の
指
摘
や
、
大
正
年
間
の
修
理
記
（
森
鷗
外
の
花
押
が
見
え
る
）
の
状
況
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
た
。
以
下
、
上
述
二
種
の
一
切
経
書
写
の
経
緯
を
略
述
す
る
が
、
煩
を
避
け
て
当
日
の
レ
ジ
ュ
メ
に
提
示
し
た
時
系
列
に
よ
る
整
理
を
転
載
す
る
。
記
述
中
、
傍
線
を
付
し
た
内
容
は
、
経
巻
自
身
か
ら
知
ら
れ
る
内
容
、
波
線
を
付
し
た
も
の
は
、『
続
日
本
紀
』
な
ど
「
外
」
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(一
）
天
平
十
二
年
御
願
経
（
七
五
〇
巻
）
巻
末
に
付
さ
れ
た
光
明
皇
后
の
願
文
の
日
付
に
因
ん
だ
「
五
月
一
日
経
」
の
名
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
天
平
写
経
の
代
表
と
も
い
え
る
名
写
で
あ
り
、
聖
語
蔵
の
七
五
〇
巻
の
ほ
か
外
部
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
を
含
め
て
、
現
存
巻
数
は
一
〇
〇
〇
巻
近
く
に
達
す
る
と
見
ら
れ
る
（
山
下
一
九
九
九
ほ
か
）。
・
(天
平
五
年
頃
〜
）
光
明
皇
后
が
父
母
の
冥
福
を
祈
っ
て
発
願
し
た
一
切
経
。
皇
后
宮
職
内
の
写
経
所
で
ス
タ
ー
ト
。
・
天
平
八
年
（
七
三
六
）
以
後
は
、
玄
昉
が
唐
か
ら
将
来
の
経
典
類
を
拠
り
所
に
、『
開
元
釈
教
録
』
に
基
づ
く
一
〇
七
六
部
五
〇
四
八
巻
の
一
切
経
書
写
（
大
小
乗
経
律
論
・
賢
聖
集
伝
）
を
目
標
に
掲
げ
る
。
・
天
平
一
二
年
（
七
四
〇
）
五
月
一
日
。
願
文
＝
「
こ
こ
で
完
成
し
た
経
典
の
功
徳
に
よ
り
、
聖
朝
が
永
く
続
き
、
臣
下
は
忠
節
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
仏
法
の
さ
ら
な
る
普
及
を
願
う
」
↓
一
区
切
り
（
写
経
所
の
活
動
も
中
断
）。
・
天
平
一
三
年
。
写
経
所
の
移
転
、
活
動
再
開
（
福
寿
寺
写
一
切
経
所
）。
・
天
平
一
四
年
、
大
和
国
金
光
明
寺
の
成
立
































と
共
に
、
写
経
所
も
そ
の
配
下
の
機
関
と
な
（ 5 ）
り
、
五
月
一
日
経
も
国
家
的
な
事
業
と
し
て
新
た
な
地
位
を
獲
得
す
る
。
他
方
、
底
本
入
手
の
限
界
・
天
平
一
五
年
五
月
。
写
経
の
方
針
変
更
（
章
・
疏
・
抄
・
別
生
経
・
偽
経
・
疑
経
・
録
外
経
へ
の
対
象
拡
大
）。
・
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
以
降
、
段
階
的
に
事
業
終
息
に
向
か
う
。
同
五
年
の
造
東
大
寺
司
関
係
品
の
検
定
（
正
倉
完
成
に
伴
う
か
）
の
な
か
に
「
宮
一
切
経
」
関
連
品
。
写
経
所
の
手
を
離
れ
、
東
大
寺
に
移
管
か
。
章
疏
の
み
書
写
継
続
。
最
終
的
に
は
六
五
〇
〇
〜
七
〇
〇
〇
巻
規
模
と
な
っ
た
か
。
・
天
平
勝
宝
七
歳
（
七
五
五
）
頃
に
は
、
全
面
的
な
勘
経
も
行
な
わ
れ
、
権
威
あ
る
一
切
経
と
し
て
の
位
置
を
確
立
し
た
。
総
じ
て
五
月
一
日
経
に
は
書
写
時
点
で
の
最
良
の
テ
キ
ス
ト
を
入
手
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
部
分
的
な
不
備
も
残
る
。
(二
）
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
（
七
四
二
巻
）
永
ら
く
称
徳
天
皇
の
発
願
に
か
か
る
「
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
御
願
経
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
実
は
、
ほ
と
ん
ど
が
別
の
一
切
経
で
あ
り
、
そ
の
中
核
部
分
は
宝
亀
四
〜
七
年
に
書
写
さ
れ
た
「
今
更
一
部
一
切
経
」
で
あ
る
（
飯
田
二
〇
一
二
）。
・
ホ
ン
モ
ノ
の
「
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
」
は
、
巻
末
に
願
文
を
具
え
る
が
、
聖
語
蔵
に
は
四
巻
が
残
る
の
み
。
こ
の
一
切
経
は
内
裏
系
統
の
写
経
機
関
で
あ
る
写
一
切
経
司
（
西
大
寺
に
設
置
）
で
の
書
写
と
見
ら
れ
る
。
・
神
護
景
雲
四
年
（
＝
宝
亀
元
年
：
七
七
〇
）
か
ら
、
東
大
寺
写
経
所
で
の
事
業
が
再
開
。
「
今
更
一
部
」
と
は
、
五
部
一
切
経
（
全
体
構
想
で
は
十
部
。
先
一
部
・
始
二
部
・
更
二
部
）
の
最
後
の
一
部
。
・
五
部
一
切
経
は
、
称
徳
天
皇
崩
御
・
道
鏡
失
脚
を
へ
て
、
引
継
事
業
と
し
て
開
始
。
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
ワ
ー
ク
化
。
次
に
、
こ
の
写
経
所
で
生
成
・
蓄
積
さ
れ
た
記
録
類
に
つ
い
て
、
本
節
の
は
じ
め
に
「
製
造
工
程
管
理
の
記
録
」
と
い
う
喩
え
を
出
し
た
の
で
、
そ
の
流
れ
で
説
明
し
て
み
た
い
。
概
要
を
図
式
化
し
た
も
の
が
別
掲
の
模
式
図
・
表
で
、
同
じ
内
容
を
形
を
違
え
て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
経
の
各
工
程
は
、
分
節
化
し
た
「
し
ご
と
」
に
細
分
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
個
別
記
録
・
帳
簿
を
作
成
し
、
一
定
の
記
載
ル
ー
ル
に
従
っ
て
文
字
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
業
務
の
正
確
な
把
握
、
担
当
者
間
の
共
有
・
相
互
参
照
、
項
目
ど
う
し
、
帳
簿
ど
う
し
の
相
互
参
照
（
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
）
が
可
能
な
状
態
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
対
象
と
な
る
作
業
、
従
事
者
、
物
品
を
項
目
と
し
て
示
す
。
《写
経
工
程
管
理
》
作
業
（
造
紙
〔
継
打
界
〕
↓
写
↓
校
↓
装
書
・
題
）
従
事
者
（
経
師
・
校
生
・
装
潢
・
題
師
）
必
要
物
品
：
底
本
、
紙
筆
墨
、
写
経
用
具
（
式
・
敷
紙
）
《労
務
管
理
》
作
業
報
告
（
手
実
）
と
布
施
支
給
、
衣
服
、
給
食
、
出
勤
休
暇
管
理
、
福
利
厚
生
《機
構
運
営
》
予
算
決
算
、
上
級
官
司
と
の
連
絡
（
事
業
報
告
・
物
品
請
求
）、
写
経
所
文
書
が
、
こ
れ
だ
け
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
個
々
の
現
存
経
巻
と
の
対
照
作
業
と
い
う
各
論
の
局
面
で
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
（ 6 ）
（ 7 ）
経巻貸借文書の
作成保管
出納記録作成
〔経疏出納帳〕
本経申請
紙筆墨ほか雑物申請
〔筆墨申請解案〕
写経用品・物資の
支給とその記録
布施申請〔布施案〕
事業報告〔告朔・行事〕
勤務時間報告〔上日案〕
上級官司・外部機関との連絡
〔写経所外から来た文書〕
勤務時間管理
〔請暇不参解〕
作業報告
〔手実〕
予算案作成〔用度案〕
食料・雑物の申請
料紙調製
〔充装潢帳、上紙帳〕
衣服・食料等支給
〔浄衣用帳・食口
案・銭用帳・雑物
用帳〕
用紙・筆・墨支給
〔充紙筆墨帳〕
経巻目録作成
〔月借銭解〕
布施支給
労務管理
機構運営
継打界
経巻の書写
装書
校正
書写
校正記録〔校帳〕
底本貸与
〔充本帳〕
模式図 写経所の仕事：「中心一周縁」バージョン
仕
事
の
区
分
写
経
所
内
部
で
の
仕
事
上
級
官
司
・
外
部
機
関
と
の
連
絡
経
巻
の
書
写
継
打
界
←書写←
校
正←
装
書
写
経
用
品
・
物
資
の
支
給
と
そ
の
記
録
写
経
用
品
・
物
資
の
請
求
経
巻
の
管
理
出
納
［写経所外からきた文書］
料
紙
調
製
﹇
充
装
潢
帳
、
上
紙
帳
﹈
底
本
貸
与
﹇
充
本
帳
﹈
用
紙
・
筆
・
墨
支
給
﹇
充
紙
筆
墨
帳
﹈
校
正
記
録
﹇
校
帳
﹈
本
経
申
請
経
巻
貸
借
文
書
ほ
か
雑
物
申
請
﹇
筆
墨
申
請
解
案
﹈
経
巻
貸
借
文
書
の
作
成
保
管出
納
記
録
作
成﹇経
疏
出
納
帳
﹈
経
巻
目
録
作
成
労
務
管
理
作
業
報
告
﹇
手
実
﹈
勤
務
時
間
管
理
﹇
請
暇
不
参
解
﹈
布
施
支
給
布
施
申
請
﹇
布
施
案
﹈
事
業
報
告
﹇
告
朔
・
行
事
﹈
勤
務
時
間
報
告
﹇
上
日
案
﹈
機
構
運
営
﹇
月
借
銭
解
﹈
衣
服
・
食
料
等
支
給
﹇
浄
衣
用
帳
・
食
口
案
・
銭
用
帳
・
雑
物
用
帳
﹈
予
算
案
作
成
﹇
用
度
案
﹈
食
料
・
雑
物
の
申
請
記
録
作
成
の
主
体
写
経
生
（
経
師
・
校
生
・
装
潢
）
写
経
所
案
主
・
別
当
写
経
所
外
の
機
関
表
｢写
経
所
の
仕
事
」
の
構
造
（﹇
﹈
内
は
文
書
・
帳
簿
の
名
称
）
四
正
倉
院
文
書
に
つ
い
て
袞
視
点
を
少
し
ず
ら
し
て
、
事
例
い
く
つ
か
さ
て
、
正
倉
院
文
書
等
の
文
献
史
料
か
ら
知
る
こ
と
の
で
き
る
奈
良
朝
写
経
の
範
囲
は
、
現
存
数
に
比
べ
て
遥
か
に
広
い
。
奈
良
時
代
に
は
、
い
く
た
び
か
の
一
切
経
書
写
の
ほ
か
、
華
厳
経
・
法
華
経
・
大
般
若
経
を
は
じ
め
と
す
る
枢
要
経
典
を
時
々
の
必
要
か
ら
大
量
部
数
書
写
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
仏
法
に
よ
る
鎮
護
国
家
を
目
指
す
、
国
を
挙
げ
て
の
事
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
一
切
経
書
写
と
並
行
し
て
、
そ
の
合
間
に
個
別
経
典
を
書
写
す
る
の
は
普
通
に
あ
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
を
「
間
写
経
」
と
呼
び
、
逆
に
一
切
経
の
ほ
う
を
「
常
写
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
も
の
」
と
し
て
の
側
面
に
着
目
す
る
と
、
正
倉
院
文
書
の
な
か
に
は
、
写
経
用
具
が
混
在
す
る
こ
と
が
あ
る
。
写
経
用
の
下
敷
き
で
あ
る
下した
纏まき
、
書
写
後
の
経
巻
を
一
時
収
納
す
る
仮
帙
、
経
帙
の
実
物
見
本
と
し
て
作
ら
れ
たち
帙つの
様ため
なし
ど
が
そ
の
例
で
、
文
書
の
反
故
が
用
具
に
、
用
具
が
文
書
に
と
、
双
方
向
の
越
境
状
況
が
知
ら
れ
る
。「
も
の
」
の
世
界
と
い
う
こ
と
で
は
、
同
時
代
の
伝
世
品
で
あ
る
「
正
倉
院
宝
物
」
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
が
、
こ
こ
ま
で
範
囲
を
広
げ
る
と
、
筆
・
墨
、
写
経
生
の
着
用
し
た
浄
衣
・
腕
貫
な
ど
の
現
物
も
伝
存
す
る
。
再
び
正
倉
院
文
書
に
戻
ろ
う
。
写
経
所
文
書
と
経
巻
が
場
合
に
よ
っ
て
地
続
き
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
｢端
継
」
は
、
史
料
に
み
え
る
語
に
つ
い
て
以
前
検
討
し
た
事
例
だ
が
、
そ
の
正
体
は
、
完
成
品
と
し
て
の
経
巻
の
製
作
過
程
で
切
除
さ
れ
た
紙
で
、
後
に
写
経
所
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
残
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
杉
本
「
端
継
・
式
敷
・
裹
紙
」〔
杉
本
二
〇
〇
一
所
収
〕、
佐
々
田
二
〇
一
七
）。
写
経
途
中
で
の
書
き
損
じ
は
、
写
経
所
文
書
で
は
「
破
」
と
し
て
見
え
る
が
、
返
上
・
回
収
に
つ
い
て
一
定
の
ル
ー
ル
が
存
在
し
た
ら
し
く
、
破
紙
そ
の
も
の
が
文
書
の
料
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
実
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
最
近
、
敦
煌
文
書
に
み
え
る
兌だ
廃はい
稿こう
と
の
関
連
が
矢
越
葉
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
正
倉
院
文
書
研
究
会
令
和
元
年
一
〇
月
報
告
）。「
兌
」
は
か
え
る
、
脱
す
る
、
の
意
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
矢
越
氏
の
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
か
ら
、
正
倉
院
文
書
の
続
修
別
集
四
六
巻
第
五
紙
を
取
り
上
げ
た
い
。
当
該
巻
を
対
象
と
す
る
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
四
お
よ
び
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
十
三
の
刊
行
時
に
は
経
名
未
詳
と
な
っ
て
い
た
が
、
調
べ
る
と
、
大
正
蔵
四
五
巻
諸
宗
部
N
o.1853
に
収
録
す
る
「
大
乗
玄
論
」
に
字
句
が
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
釈
文
・
写
真
別
掲
）。
同
書
は
『
仏
典
解
題
事
典
第
二
版
』
春
秋
社
一
九
七
七
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
｢大
乗
玄
論
だ
い
じ
ょ
う
げ
ん
ろ
ん
五
巻
、
吉
蔵
（
五
四
四
〜
六
二
三
）
撰
。
…
著
者
嘉
祥
大
師
吉
蔵
は
、
三
論
教
学
の
大
成
者
と
し
て
そ
の
宗
要
を
概
論
し
た
《
三
論
玄
義
》
や
所
依
と
し
た
三
論
の
注
釈
書
を
論
述
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
仏
教
界
で
講
学
さ
れ
て
い
た
法
華
・
大
品
・
維
摩
・
華
厳
・
涅
槃
・
勝
鬘
・
弥
勒
・
仁
王
・
観
経
・
無
量
寿
・
金
光
明
・
金
剛
等
の
大
乗
経
典
の
註
疏
も
数
多
く
現
存
す
る
。《
大
乗
玄
論
》
は
、
こ
れ
ら
経
論
に
関
す
る
著
述
の
重
要
な
問
題
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
…
本
書
の
日
本
へ
の
伝
来
は
明
か
で
な
く
、
そ
の
刊
行
も
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
の
寂
性
が
初
め
て
で
、
流
布
も
比
較
的
少
な
か
っ
た
…
《
奈
良
朝
現
在
目
録
（
石
田
茂
作
、
杉
本
注
）》
中
に
は
二
二
部
の
三
論
系
統
の
書
名
中
に
も
最
澄
・
円
珍
等
の
請
来
録
に
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
…
」
（
塩
入
良
道
）
ま
た
別
名
は
大
乗
玄
義
と
い
い
、
七
寺
蔵
「
一
切
経
論
律
章
疏
集
（
伝
録
）
幷
私
記
巻
（ 8 ）
上
」「〈
法
金
剛
院
蔵
〉
大
小
乗
経
律
論
疏
記
目
録
」（『
中
国
・
日
本
経
典
章
疏
目
録
』
一
九
九
八
年
）
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
発
表
当
日
の
質
疑
の
な
か
で
ご
教
示
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
破
紙
に
経
題
が
明
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
経
典
が
「
大
乗
玄
論
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
断
定
で
き
ず
、
同
時
代
の
流
伝
も
あ
ら
た
め
て
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
（
岡
本
一
平
氏
）。
こ
の
留
保
を
付
し
た
う
え
で
、
以
下
本
稿
で
は
引
き
続
き
「
大
乗
玄
論
」
写
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
破
紙
が
、
実
年
代
に
結
び
つ
く
の
も
、
正
倉
院
文
書
の
特
質
で
あ
る
。
写
真
の
左
上
隅
に
見
え
る
よ
う
に
、「
破
」
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
本
来
の
用
途
か
ら
外
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
後
破
紙
は
写
経
所
の
事
務
を
現
場
で
統
括
し
て
い
た
案
主
志
斐
万
呂
に
よ
っ
て
二
次
利
用
さ
れ
、
他
紙
と
貼
り
継
い
で
「
間
紙
充
帳
」（
天
平
一
七
年
始
）
の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
た
。
志
斐
万
呂
は
同
時
期
に
彼
が
取
り
扱
っ
た
帳
簿
類
と
同
じ
よ
う
に
、
貼
り
継
い
だ
紙
の
継
目
ご
と
に
「
志
」
の
裏
封
を
加
え
て
い
る
。「
大
乗
玄
論
」
写
本
の
裏
に
は
、「
間
紙
充
帳
」
の
天
平
一
八
年
（
七
四
六
）
三
月
初
め
の
記
載
が
来
る
の
で
、
こ
れ
が
「
大
乗
玄
論
」
書
写
時
期
の
下
限
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
一
紙
が
な
ぜ
「
破
」
の
判
定
を
下
さ
れ
た
か
、
と
い
う
観
点
も
興
味
深
い
。
こ
れ
は
完
成
形
の
経
典
側
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
側
面
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
写
本
に
見
え
る
脱
落
・
重
複
・
不
完
全
な
文
字
な
ど
、
形
と
し
て
目
に
見
え
る
特
徴
の
吟
味
を
経
て
、
専
門
家
に
よ
っ
て
内
容
の
解
明
へ
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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玄
論
｣
巻
二
残
巻
1
時
應
須
單
言
有
也
。
今
此
中
單
言
不
有
者
。
此
為
欲
明
有
義
。
2
何
者
。
我
以
不
持
不
此
有
。
不
以
不
此
無
故
。
不
有
得
是
有
也
。
若
3
以
不
不
於
無
。
可
令
是
無
。
而
今
以
不
不
有
故
。
只
不
有
是
有
。
事
4
如
小
乘
明
義
。
色
(即
)是
好
。
不
可
此
色
非
好
也
。
故
得
不
有
是
有
義
。
5
得
此
義
故
。
聞
破
不
畏
。
得
訶
不
瞋
等
也
。
次
得
言
有
反
成
破
有
6
義
。
何
者
。
我
本
破
有
故
言
有
。
如
世
人
不
耐
惡
而
言
惡
。
此
惡
之
7
言
。
豈
不
令
除
此
惡
。
今
有
亦
然
。
我
不
耐
此
有
故
言
有
。
豈
不
破
8
此
有
耶
。
又
直
言
有
。
不
說
有
因
緣
故
。
是
破
有
義
。
單
言
無
亦
然
。
9
次
單
(言
)有
則
是
中
道
。
不
得
言
有
非
有
方
是
中
道
(也
)。
何
者
。
直
言
10
有
。
此
非
是
非
有
亦
非
是
有
有
。
此
有
既
非
是
是
有
復
非
非
有
。
11
豈
非
(不
)是
中
道
乎
。
又
有
上
自
有
是
非
。
我
直
言
有
不
言
其
是
。
復
12
不
言
非
。
故
此
有
即
離
是
非
。
故
是
中
道
。
若
有
雖
離
是
非
。
而
有
13
此
有
故
非
中
道
者
。
汝
中
道
雖
離
有
無
而
有
此
中
故
得
是
14
(中
道
)者
。
何
妨
我
有
離
是
非
故
得
是
中
道
也
(耶
)。
且
自
我
直
言
有
亦
15
不
言
有
此
有
。
知
無
此
有
故
言
是
中
道
。
單
無
亦
然
。
次
單
明
有
16
具
足
一
切
諸
法
。
何
者
。
此
有
此
是
無
所
有
故
。
若
有
所
無
即
失
17
一
切
法
。
今
是
無
所
有
名
有
。
故
具
足
一
切
法
今
是
無
所
有
名
18
有
。
故
具
足
一
切
法
也
。
單
言
無
亦
然
。
但
是
無
所
得
故
言
無
。
此
無
19
豈
不
具
足
一
切
法
耶
。
次
明
(釋
)性
空
意
者
。
然
有
無
所
以
得
有
諸
20
法
。
意
無
礙
者
正
由
有
性
空
故
爾
。
今
須
釋
性
空
。
亦
是
多
21
意
。
但
辨
八
意
(也
)。
一
者
明
本
性
是
空
。
但
遇
緣
故
有
。
有
正
(止
)還
本
22
性
。
故
言
性
空
也
。
二
者
明
本
性
是
空
。
而
末
是
假
有
。
如
是
意
故
23
言
性
空
也
。
三
者
本
性
常
空
。
無
有
不
空
時
故
言
性
空
也
。
四
者
24
明
只
因
緣
(諸
)法
是
空
故
。
言
性
空
也
。
五
者
破
性
有
得
此
空
故
。
言
｢七
者
明
無
所
有
法
性
是
空
故
。
言
性
空
也
。｣
25
性
空
也
。
六
者
破
無
性
法
。
此
法
明
止
空
有
性
故
。
言
性
故
空
也
。
八
者
26
有
所
無
法
性
空
故
。
言
性
空
也
。
(今
)略
明
八
意
異
相
。
而
大
意
無
異
。
27
但
是
一
性
空
。
如
是
諸
法
性
空
隨
義
便
用
。
用
一
即
度
之
須
得
28
意
。
如
空
中
織
羅
(紋
)也
。
性
空
既
爾
。
畢
竟
空
(亦
)然
。
次
明
因
性
空
辨
得
29
失
待
不
待
義
(也
)。
失
此
性
空
故
失
。
失
不
待
得
。
得
性
空
故
為
得
。
30
得
即
待
失
。
何
者
正
為
得
失
反
故
。
失
既
失
得
。
故
(失
)不
待
得
。
得
31
者
得
於
失
。
故
得
待
失
。
此
分
際
義
(也
)。
第
一
須
得
意
。
最
急
｢破
」大正
蔵
四
五
巻
諸
宗
部
二
（
N
o.1853)34c〜
35a
頁
（
底
本
は
德
川
時
代
刊
宗
教
大
学
蔵
本
。
校
異
ナ
シ
）
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電
子
佛
典
集
成
に
よ
る
電
子
テ
キ
ス
ト
に
主
な
文
字
の
異
同
を
加
え
て
示
し
た
。
…
写
本
で
は
空
格
ま
た
は
不
完
全
な
文
字
□
…
写
本
に
の
み
見
え
る
(
)…
写
本
で
は
脱
傍
線
…
重
複
書
写
（ 10 ）
（ 11 ）
続
修
別
集
四
十
六
巻
第
5
紙
（
経
名
未
詳
)
○
…
空
格
ま
た
は
不
完
全
な
文
字
□
…
重
複
書
写
□
…
写
本
に
の
み
見
え
る
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5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
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20
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30
31
1
紙
29.05
×
57.6
cm
墨
界
31
行
（ 12 ）
図
４
　「
奥
の
端
継
」
模
式
図
（
佐
々
田
2017）
図
３
　「
前
の
端
継
」
模
式
図
（
佐
々
田
2017）
一
切
経
・
千
手
経
充
紙
帳
（
天
平
14
年
）
写経料紙横墨界ノ引キ流レ
写経料紙最終紙
裏「氏打」造紙書キ込ミ（氏部小勝ノ打紙）
奥ノ端継（表）
奥ノ端継（表）
氏打
氏打
剝ガシ取リ痕
剝
ガ
シ
取
リ
写経料紙　横墨界ノ引キ流レ
写経料紙　第一紙一行目
前ノ端継
前ノ端継（反故）
仮軸
切
除
切
除
切
除
糊
代
軸
附
ノ
タ
メ
ノ
折
リ
返
シ
軸
附
部
分
ハ
剝
ガ
シ
取
リ
、
又
ハ
切
除
折
リ
目
（ 13 ）
下
纒
（
正
倉
院
文
書
続
修
後
集
28）
帙
様
（
正
倉
院
文
書
続
修
後
集
28）
筆
（
下
段
は
全
て
正
倉
院
宝
物
）
墨
浄
衣
白
絁
腕
貫
